








































































































































































































































































































































































⑷ バイエル（Ferfinand Bayer 1806‒1863 ドイツ）は、ピアノの初心者用教則本として全106曲のピ
アノ練習曲を残しており、明治期に日本へ初めて西洋音楽が導入されて以来、今日に至るまで
使用され続けている。日本のピアノ教育を受けた者の多くはこの教材で学んでいるため、保育
職の試験でもバイエルが課題となる自治体や私立園も多い。
⑸ 弾き歌いとは、一人の学習者（保育者）が幼児歌曲を自らピアノを弾きながら歌唱することで
ある。公務員保育職の他、私立園における採用試験の多くが実技課題としている。
音楽表現技術の指導における一考察
─ 61 ─
⑹ ５月試験と６月試験の課題は異なり、前者では一般教養試験が設定されていない。また、６月
試験の実技課題は任意の弾き歌い１曲のみである。
⑺ ８名程度の受験生が試験官から提示されたテーマをもとに、時間制限に相互で議論し一定の結
論を出すという試験形式である。
⑻ 本務校では、音楽Ⅰ（１年次通年）及び音楽Ⅱ（２年前期）を通して、初心者は15曲、経験者
20曲の弾き歌い曲数をクリアすることを課題としている。
⑼ 一般社団法人全国保育士養成協議会が国から委託を受け、年２回実施している国家試験である。
主に保育士養成課程に在学していない者が受験し資格取得を目指す。一次は９科目の筆記試験
があり、通過したものは二次試験へ進む。平成30年度の各分野の「表現に関する技術」試験課
題は、次の通りである。（一部抜粋）
 〈音楽表現〉　幼児に歌って聴かせることを想定して、課題曲の両方を弾き歌いする。
 求められる力：保育士として必要な歌、伴奏の技術、リズムなど、総合的に豊かな表現ができ
ること。
 　課題曲　１．『おかあさん』（作詞：田中　ナナ　作曲：中田　喜直）
 　　　　　２．『アイ　アイ』（作詞：相田　裕美　作曲：宇野　誠一郎）
 以上の２曲をピアノ・ギター・アコーディオンのいずれかで演奏すること（楽譜持ち込み可）
 〈造形表現〉　保育の一場面を絵画で表現する。
 求められる力：保育士として必要な造形表現（情景及び人物等を豊かにイメージした描写や色
使いなど）ができること。
 〈言語表現〉　３歳児クラスの子どもに「３分間のお話」をすることを想定し、下記の１～４の
お話のうち一つを選択し、子どもが集中して聴けるようなお話を行う。
 求められる力：保育士として必要な基本的な声の出し方、表現上の技術、幼児に対する話し方
ができること。
 　課題　１．『おむすびころりん』（日本の昔話）２．『３びきのこぶた』（イギリスの昔話）
 　　　　３．『３びきヤギのがらがらどん』（ノルウェーの昔話）４．『手袋』（ウクライナ民話）
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